
 

 

 

 

 

 

  平成２７年４月の介護保険改正で新たにつくられた事業で、「高齢者の地域における 

 自立した日常生活の支援及び要介護状態となることの予防、または要介護状態の軽減、 

 若しくは悪化の防止に係る体制の整備、その他、これを促進する事業」とされています。 

  高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、地域における課題を整理し、地域 

 における支え合いの体制づくりを推進することを目的としています。 

  このように、生活支援体制整備事業は、高齢者を支える地域の支え合いの体制づくり 

 を推進していくための事業として、令和６年４月より大崎市から大崎市社会福祉協議会 

 が受託し、日常生活圏域（古川・松山・三本木・鹿島台・岩出山・鳴子温泉・田尻）に 

生活支援コーディネーター(SC)を配置し、取り組みを進めています。 

 

 

 

 

                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

生活支援体制整備事業について １ 

第２層協議体の設置について ２ 

大崎市生活支援体制整備事業について 

～ 生活支援体制整備事業の概要と生活支援コーディネーター(ＳＣ)の役割 ～ 

具体的にはこんな活動が地域に広がることを目指します 

話し合いの場づくり 
地域にどのような課題があるのか情報交換や解決 

するための話し合いができる場づくりや、地域で 

の支え合いのしくみを考えていきます。 

ちょっとしたお困りごとの解決 

ゴミ出しや電球交換など、ちょっとした困りごと 

をご近所同士で解決できる仕組みづくりを支援し 

ます。 

居場所づくり 

介護予防や仲間づくりなど、サロン活動や介護予 

防体操など趣味や関心に合わせて地域の皆さんが 

気軽に集える居場所づくりを支援します。 

見守り活動 
日々の暮らしの中で、地域でさりげない見守り・ 

声かけをすることにより信頼関係が生まれ、お困 

りごとに気づくことができます。 

生活支援コーディネーター 

*大崎市社会福祉協議会の他に、地域自治組織で生活支援体制整備事業を受託され 

生活支援コーディネーター(ＳＣ)が配置されています。 

・清滝地区振興協議会(平成２９年４月開始) 

・高倉地区振興協議会(平成３０年５月開始) 

・鳴子地域づくり委員会(令和２年１月開始) 

 

ぜひみなさんの声を 
お聞かせください!! 

支えあいの輪を広げていくため、地域住民の方と話し合う場です。日常生活圏域内の 

課題を話し合い、それを解決するための対策を考えたり、地域で支えあいの取り組み 

が広がっていくことを目指します。それぞれの圏域（古川、松山、三本木、鹿島台、 

岩出山、鳴子温泉、田尻圏域）において「第２層協議体（仮称：支えあい会議）」を設 

置し、地域の方々と話し合う機会を今後設けていきます。 

 



 

   

  生活支援コーディネーター(SC)は、別名「支えあい推進員」とも言い、「地域の皆さん 

 と一緒に支え合いを推進する地域づくりの専門職」です。 

  日常生活圏域ごとに、生活支援コーディネーター(SC)を設置し、それぞれの地域を担 

 当しています。生活支援コーディネーターは、支え合い活動の創出・充実に向け、１０ 

 年後、２０年後、自分たちはどのような地域で暮らしたいか（目指す地域像）を見据え、 

 できるだけ多くの人たちが地域に関わっていけるように働きかけ、地域包括ケアシステ 

ムの実現に向け取り組みます。 

また、従来から取り組まれてきた町内会活動や集まりなど、既存の活動を充実させる 

お手伝いや地域に出向き、現状を把握し、地域内活動の活性化や新たな生活支援づくり 

をお手伝いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活支援コーディネーター(SC)について ３ 

生活支援コーディネーターの業務 

生活支援・介護予防サービスのコーディネーター等に関すること 

□ 地域の高齢者支援ニーズ及び地域資源等の把握 

□ 関係者間のネットワーク化・連携・協働の体制づくりと働きかけ 

□ 多様な関係主体間の定期的な情報共有及び連携・協働による取組の推進 

□ 支え合いの体制づくりに関する住民・各種団体への周知及び意識啓発 

□ 地域の支援ニーズとサービス提供主体の活動マッチング 

□ 生活支援・介護予防サービスに関する相談支援・資源開発 

□ 日常生活圏域における地域資源の情報収集・整理・一覧表の作成 

 

大崎市地域支え合い推進会議(第１層協議体) 

□ 大崎市地域支え合い推進会議(第１層協議体)との連携・協働 

□ 地域ニーズの把握に関すること  □ 多様な関係主体間の情報交換等に関すること 

□ 情報の可視化の推進に関すること □ 地域支え合いの機運づくりに関すること 

 

第２層協議体の設置・運営 

生活支援コーディネーター 

つくる 

見つける つなぐ 

伝える 

地域の声やお宝を見つける 

住民の皆さんと創る 情報を発進する 

人や情報、地域資源をつなぐ 

地域で行われている活動の

様子や活動に関わっている

方々の想いを、様々なカタチ

で発信します。 

人や情報、資源などをつなぎ

地域の困りごとの解決や話

し合いの場を活用し支え合

いの地域づくりを進めます。 

人や取り組み、知恵や工夫な

ど地域の様々な宝物を見つ

けながら、地域に住む皆さん

の地域の声を見つけます。 

「地域にこんなことがあっ

たらいいな」を住民の皆さん

と一緒に考え、実現するお手

伝いをします。 

社会福祉法人 大崎市社会福祉協議会 


